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２０１２年９月５日　第２０７０回例会　VOL. ４４　No. ９

■司　　会　ＳＡＡ 　内田　　敏

■開会点鐘　会 　長   山崎　良三

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想

　　　ＳＬ　田川　富男

■出席報告

　
■　本日の欠席者
佐藤

■他クラブ出席者
新川、山崎、青木 (地区 )

■ゲスト
樋口　　明殿 (地区新世代奉仕委員長 )

申　　錫澈君 (米山奨学生 )

■ 9月誕生記念祝

増田嘉一郎会員　　　　9.20

岡田　清七会員　　　　9.9

■会長報告
　皆さん、こんにちは。この２，３日雨が少し

降りちょっとの間涼しかったのですが、まだ

まだ暑い日が続きそうです。

　昨日地区の会長、幹事会に青木幹事と出席

して参りました。内容は IM の準備関係と次年

度ガバナー補佐選出について他、各クラブで

取り組む事業についての３つの事案を主に話

合いました。その中で８クラブの中から３ク

ラブの事業説明をという事で横浜緑、横浜あ

ざみ当旭クラブと選ばれまして、少し活動事

業について震災地支援の話をして参りました。

　丁度、IM の計画案の一つに東日本大震災に

対する支援活動についての報告会という案が

有りまして、当クラブが発表する様指名され

ました。今千葉さんにご苦労掛けている震災

地支援の話の説明の中で被災地物産のトマト

麺の販売協力について田中ガバナー補佐がと

くに興味を持たれトマト麺を８クラブで協力

して買う様に提案され、各クラブに情報提供

をする様言われました。

　ちなみに IM は平成 13 年３月７日に鶴見の

サルビアホールに会場が決まり、全員登録で

7,000 円の登録料です。

○地区関係

クラブ職業奉仕委員長会議

日時　９月 25 日㈫午後３時～５時

場所　メモワールプラザソシア 21

　後藤委員長出席宜しくお願いします。

本日の出席率    96.55％

本日の出席数    28 名会 　 員 　 数  　34 名

修正出席率   　100％

「奉仕を通じて平和を」
2012-13年度 RI会長／田 中 作 次　　RI.D2590ガバナー／露 木 雄 二　　横浜旭RC会長／山 崎 良 三
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■地区大会のご案内　　　　　
日時　2012 年 11 月９日㈮、10 日㈯

場所　パシフィコ横浜会議センター

地区大会行事

■増強委員会委員会　　　　　五十嵐　　正

　皆様には、突然で大変申し訳なかったので

すが、先日中間アンケートを FAX させて頂き

ました。

　アンケートの目的は、先ずは体験例会を忘

れてはいないかの確認です。何しろ初めての

試みですので、念のためと思いました。

　また、ここ何週間かご知り合いの方に体験

例会へのお誘い掛けをして頂いたと思います

が、現状は５名に留まっております。

　お声掛け頂き、駄目な場合は何故だめなの

か、その理由を出来るだけ具体的に書いて頂

きたいと思います。次回に一歩でも前進して

活かす為のものでありますのでよろしくお願

いします。

　また、各委員会が体験例会に向け、どんな

手助けが頂けるかも検討下さい。

　本日お持ち頂かなくても、帰ってから私の

所に FAX していただけると助かります。よろ

しくお願いします。

　
　

記念講演

会員増強委員会中間アンケート
次回９月 5日の例会にお持ち下さい。

会員名

　会員増強委員会で企画しております、体験例会（９月２６日）につきまして、中間のアンケート
を実施させていただきますので、ご協力お願いします。
　まずは今期の会員増強計画の一連の流れをは下記のようになっております。

体験例会９月２６日

御礼状発送

クリスマス会
区民祭り等参加

（目　的）
１、新会員候補者の発掘
２、ロータリーの理解広報の一環で、クラブ例会の雰囲気を知っていただく。
３、ロータリーに対する意識調査（今後のクラブ運営の参考にする。）
４、先ずは、会員一人一人が会員増強について意識し一歩踏み出していただく。

（目　的）
１、まずはご足労いただいたお礼。
２、例会時の週報を記念で同封し、堅実な活動を知っていただく。
３、クリスマス会または区民まつり等クラブ行事へのお誘いし、
　　より身近なものに感じていただく。その際何かお手伝い等の役をお願い
　　すると効果的（紹介者名で誘う）

（目　的）
１、より身近なものとしてクラブを理解していただく。
２、好意的な方は新会員候補者とし、入会を勧める。

１、これまで何人の方にアプローチしましたか。

２、どんな方にアプローチしましたか。

３、アプローチの反応はどうでしたか。より具体的にお書き下さい。

４、所属委員会で体験例会への協力内容について話合は持たれましたか。

アンケート
１人・２人・３人　（　　　人）

元会員・業界の知人・近所の経営者・諸団体の知人・趣味の仲間・学友・各団体役員
大学教授・ＪＣ会員・２代目・3代目・外国人経営者・取引先
( 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

参考資料（クラブ未充填職業分類）
自動車販売・ガソリンスタンド・司法書士・電気工事・保険代理業・家具販売
医師（耳鼻咽喉科・整形外科・眼科・歯科）鍼灸師・料理店（和食・中華・洋食）
スポーツ関連・眼鏡販売・スーパーマーケット・コンビニ

（次回に生かす大切な資料となります。真摯にお応えください。）

20120905
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■「職業が取り持つ国際奉仕」　　二宮　　登

ブルーベリー収穫で国際交流

　横浜市旭区にある県国際研修センターに入

居する研修員と留学生が、８月 30 日ブルー

ベリーの摘み取り体験をしました。研修員ら

はカンボジア、リビア、ウズベキスタンなど

6 カ国から訪れた６人。摘み取りはもちろん、

生を食べるのも初めてだという研修生は「お

いしい」と言いながら収穫を楽しみました。

　ロータリーの原点である個人奉仕として、

当クラブでも「職業が取り持つ国際奉仕」を

推進して欲しいと思います。

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

樋口　明殿 ( 神奈川 RC) ／本日は卓話でお世

話になります。よろしくお願いいたします。

山崎　良三／①地区新世代奉仕委員長の樋口

様、忙しい中を今日は卓話をしていただくと

いう事で厚く御礼申し上げます。②米山奨学

生の申さん、元気そうで何よりです。

岡田　清七／昔から 40 ～ 50 ははなたれ小僧

で、男盛りは真 80 になりました。感謝です。

増田嘉一郎／今年も夫婦で誕生日祝いをいた

だきました。二人共、年をとりました。あり

がとうございました。

関口　友宏／樋口地区新世代奉仕委員長、よ

うこそ。卓話よろしくお願いします。

福村　　正／シン ソクチョルさんをお迎えし

て！

吉原　則光／樋口様、ご多用のところ卓話い

ただき有難うございます。よろしくお願いい

たします。

漆原恵利子／新世代フォーラムに地区委員長

樋口明様をお迎えしました。お忙しい所あり

がとうございます。有意義な討論会となりま

すよう、よろしくお願いいたします。

新川　　尚／樋口様ようこそ！本日は宜しく

お願いします。

黒瀬　一敏／京都府総務部長をしていた次男

がフランス、パリの事務所に一家全員で行き、

2,3 年の予定です。横浜に住所を置く必要が

なくなり、全くの老人二人暮らしとなりまし

た。パリの事務所はオペラ座の前とのことで、

旅行する際には寄って下さいとのことです。

■卓話　新世代フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　漆原恵利子

　ロータリー年度において、９月は新世代の

ための月間となっています。私の場合は、９

月というと、敬老の日を控えて、敬老月間ムー

ド一色なのですが、本日は 30 歳までの新世代

に頭を切り替えて、フォーラムを開催いたし

ます。

　ゲストスピーカーとして、第 2590 地区、新

世代奉仕委員長樋口明様をお迎えいたしまし

た。地区の方針などを伺いたいと思います。

　クラブ会員からも活発な意見や質問などが

出ますと、まさしくフォーラム、これぞ討論

会という展開になり、大変意義深い例会に仕

上がると思いますので、皆様積極的にご参加

のほど、宜しくお願い致します。

■「めぐる歯車」を回し続けるために
　　　　　　　　　　　　　　　樋口　　明

「未来の指導者を育てること！」

　ロータリーの新世代育成とは？と聞かれた

時の回答です。これはまた、我々ロータリア

ンに課せられた使命でもあります。ごく最近、

ある会合で遭遇した出来事を紹介します。

　「ローターアクターは、ロータリーを単なる

スポンサーとしか思っていない。日本に遊び

に来ている奴ら（青少年交換学生）。人数合わ

せのために掻き集められた、意識が低い RYLA

受講者。」
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　長いプログラムの歴史の中には、その様な

人たちもいたかもしれません。ですが、殊更

一握りの負の側面ばかりが強調され、それに

尾鰭が付き、経験が浅いロータリアンにまで

語り継がれている事実。その恐ろしさに震撼

いたしました。このようなことは極々一部に

過ぎないとは思いますが、多寡の問題ではご

ざいません。ロータリアンの中にほんの数名

でもこのような扇動者がいること自体、大問

題なのです。

　果たして、各プログラムの問題は、全て若

者たちの責任でしょうか？

 我々ロータリアンは、その時、真正面から立

ち向かい、取り組んでいたのでしょうか？当

事者になることを恐れ、目を背けていなかっ

たでしょうか？

　そもそも、新世代奉仕活動は RI の強調事項

であり、各プログラムは、紛れもない RI の常

設プログラムであることを忘れてはなりませ

ん。新世代の育成は、一朝一夕には成就しま

せん。時間も手間も掛かります。根気もいる

でしょう。

 新世代関連の活動は行事も多く、大変だから

関わりたくない、面倒くさいと敬遠されるこ

とも多く、挙句の果てには、物好きがやれば

いいんだと言われる始末です。それでも誰か

がやり続けなければなりません。「未来の指導

者を育てること！」は、我々ロータリアンに

課せられた使命だからです。

「地区の活性化は、参加意識から！」

（2012 ～ 13 年度地区方針３項）

　各クラブ、及び地区の新世代奉仕プログラ

ム関係者の中には、まずロータリアンが積極

的に若者たちと関わらなければと必死に活動

されている方々が大勢います。

 そして各クラブには、様々な機会を通じてク

ラブとして、個人として各プログラムに関わ

ることで新世代奉仕活動に意義を見出し、や

る気を出されるロータリアンも少なからずお

られます。

　そうして新世代活動への支援の裾野が徐々

に広がってきていることは確かです。新世代

関連のプログラム、噂話はさておいて、まず

は手始めにイベントに参加して、現場をご覧

になってはいかがでしょうか？自分の目で見

て、もし心に感じたことがあれば、ホームク

ラブに持ち帰り、広めてください。

　特に各クラブの指導者、会長、幹事、新世

代奉仕委員長の皆様には、是非率先して参加

していただきたいと思っております。我々

はロータリアンとして、人生の先輩として若

者たちに生き様をみせる責務があるのです。

一緒に汗をかくことなくして、MENTOR( 師匠 )

になれるはずがありません。

　繰り返しになりますが、我々ロータリアン

は、「次世代を担う若者たちが、インターアク

ト、ローターアクト、ロータリー青少年交換、

RYLA などのプログラムを通して切磋琢磨しな

がら、リーダーシップを学んで身につけ、地

域の指導者へ、そして世界平和に貢献できる

ようなリーダーに成長するよう」導かなけれ

ばなりません。

 そして、いずれその若者たちがロータリアン

になり、また次の世代の若者たちを育成する

よう、「めぐる歯車」を絶対に止めてはならな

いのです。

■次週の卓話　　
　　　　　　一般卓話
　　　　　　　　　　小嶋会員
　　　　　　　　　   週報担当　田川　富男


